
第２回 板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）
委員会 ご報告

令和８年度 第２回コミュニティ・スクール委員会を開催し
ましたので、以下のとおりご報告いたします。
今回は、高島第二中学校ｉＣＳと合同開催をしました。

開催日時：令和８年６月２４日（水）
１３：３０～１４：２０ 授業参観
１４：４５～１５：００ 全体会（ｉＣＳ委員会）
１５：００～１５：３０ ｉＣＳ委員を含めた小

グループによる熟議
１５：３０～１５：４０ 発表
１５：４０～１５：５０ 推進委員によるまとめ

場 所 ：高島第二中学校 各教室・体育館

次 第 ： 司会 高二中 長田先生

（１）校園長あいさつ
（２）ｉＣＳ委員 自己紹介
（３）年間計画及び本日の熟議のテーマと進め

方について（高二中 小泉校長より）
（４）熟議 ※テーマは下記のとおりです。
（５）各分科会からの報告

＜熟議テーマ＞
【学習指導分科会】・・・「学力向上」を目指すにあたって
現在各校種・教科で取り組んでいること、各校種・教科か
ら他校種にお願いしたいこと。

【生活指導分科会】・・・「児童・生徒の生活を見直す」に
あたって、各校種の生徒指導に方針や頭髪・服装などの校
則についてなど、共通理解すべきこと。

【学年情報共有分科会】・・・１学年児童（幼→小）、７学
年生徒（小→中）の指導上の留意点などを共有し、個々の
児童・生徒に合った指導につなげるための情報交換。

次回（第３回）は
令和８年10月22日（木）
13:30～15:30
PTA会議室にて（高学年の総合
の公開あり）

問い合わせ：高二小 3936-1561
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校長 桝田 佳江
記録 ｉＣＳ委員 笠原拓巳

令和８年６月３０日

熟議の様子
・今年度も学習指導分科会と生活指導分科会では、上学年と下
学年の２つのグループに分かれて話し合いをもちました。

・学年情報共有分科会は、１学年グループ（高島幼稚園と高二
小１年生担任）と７学年グループ（高二中と高二小旧６年生
担任・五組担任、養護教諭）に分かれました。

【学習指導分科会】
・自己調整学習によって、タブレットを用いた調べ学習を行
う生徒や、生徒同士で苦手な分野を学び合う様子が見られ
るようになった。

・基礎学力向上が課題ではあるが、高二小で行っている
100マス計算などはとても助かるので、九九や分数、
簡単な漢字などを引き続き行ってほしい。

・家庭で取り組める勉強を協力してもらうよう伝えていく。

各分科会からの報告

・低学年では自分の気持ちを言葉にして相手に伝えることを
取り組んでいる。→高学年での教え合う姿勢につながる。

・保育園でも小学校の行事参観に、引き続き声掛けをしても
らえると嬉しい。

【生活指導分科会】
・授業内での忘れ物が多くなってきているため、家庭内でも
気にかけていってほしい。

・挨拶が少なくなっているので、見守りという観点からも地
域で関わっている方が率先して声掛けをしていくと子ども
たちも変わっていくと思う。

・低学年でも必要な物がそろわないことが多くなっているた
め、ものを貸してあげるだけでなく、社会に出たときにな
いと困ってしまうことも同時に伝えていきたい。

・保護者の方も学校のちょっとした行事などにもサポーター
などで関わってほしい。

【学年情報共有分科会】
・小→中の共有では、言葉遣いや体力について情報交換をす
ることができ、学習の方針について話し合うことができた。

・幼→小においては、立って止ま
るや話を聞く、言葉遣いなどが
難しい子どもが増えたので、課
題を共有しつつ幼小交流を通し
て、更に一貫した教育に努めた
い。

令和８年度 ｉＣＳアドバイザー派遣が決定しました！
桝田校長より、『学校運営をしていく中で、地域との連携は

子どもたちを育てていく上で欠かせないものと考えていま
す。』とのお話がありました。

その中で、ｉＣＳ委員会は大切な役割を果たしていると考え
ており、よりよい運営を行っていくために今年度も本校は、ｉ
ＣＳアドバイザー派遣を決定しました。

香月 よう子 様（一般社団法人共創プロジェクト
代表理事）

髙橋 帆花 様（地域教育力推進課 地域連携係）
知久 瑠璃子 様（ 〃 ）

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

ｉＣＳアドバイザー 香月よう子様 より

先生方の勉強を楽しんでもらおうとする工夫が授業公開で
あったため、現在はまだ伸び悩んでいると思うが、これから
必ず実を結んでいくと感じられるような一日であった。

テーマがもう少し絞られていると、地域の方ももっと入り
やすくなるかと感じたので、今後の熟議の際に生かしてもら
えるとより活発な意見が出てくるかと思う。
名前が分かるようになる

と先生方と地域の方々とも
意見が話しやすくなると思う。
ｉＣＳの委員の方は、先生

方の味方なので協力しながら

よりよい運営をしていってほ
しい。
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